
令和６年４月現在

1 小学生と一人暮らし高齢者の交流会(年1回)

小学校6年生が一人暮らし高齢者宅や公民館で話しを聞いたり歌やトランプなど

で楽しみ、手作りのプレゼントを贈って交流を行う。

ここ数年はコロナ禍で交流できなかったため、生徒が一人ひとりに学校活動の

写真を添えた手紙を書いて届けている。

2 いきいきサロンの開催(年3回　ふるさとづくり推進協議会と共催)

時々の話題性のある講話や歌、お笑いなどで楽しんでもらい、交流を図る。

サロン開始前には、保健師、保健推進員による血圧測定や健康相談を実施している。

3 配食サービスの実施(年１回)

一人暮らし及び二人暮らし高齢者を対象に民生委員と連携して弁当を届けた。

その際に、近況を把握するとともに困りごと等の相談に応じている。

4 パークゴルフ大会の開催(年2回)

高齢者の心身の健康維持に資するため、春と秋にパークゴルフ大会を開催して

いる。毎回70名程の参加があり、よき交流の場となっている。

5 広報誌の発行(年2回)

杉原地区社協の活動状況等を掲載した広報誌を年２回全戸配布している。
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杉原地区では、少子化・高齢化が進行し、高齢者世帯も増加しており、地域の

支え合いがこれまで以上に重要になっています。
新年度は、ケアネットを前提に日常の見守りをはじめ、支え合いの気運の醸成

に努め、支援の輪を広めていきたいと考えています。


